
368 ソ連来日学者による気象講演会講演要旨

です．ですから1か月の平均気温，平均気圧の時系列を

研究すれば何時寒くなるかが解ります＊．1か月予報で

更に重要視しているのは前年1年間の天候の経過をみて

行くと，それによって予報の質はいちぢるしく向上しま

す．

　今まで申し上げたことは対流圏にっいてですが，最近

ソ連でも成層圏のマク・プ・セスの研究をする人達が増

えて来ました，確かに数10kmの高層気流の研究によ

って天気変化の別な原因がわかって来ました．すでに太

陽活動の微粒子放射によって天候が変ることが知られて

います．最近ソ連のパゾー・フがこの事に関して本を書

いています．粒子放射のメカニズムは解かりませんが，

天気に影響のあることははっきりしています．ソ連では

1か月予報については予報根拠の経験確率を各地区から

集めて，それを公表される予報の参考にしています．

　　　　　　　　　　　（文責北原英一，久保木光煕〉

　言葉や講演時間の制約のため充分に意をつくせません

がさらに詳しく知りたい方は次の二三の文献を御参考に

して下さい．
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＊詳しい説明がなかった．

【口絵の説明】

茅ケ崎の西方に見られた地形性の雲

　7月22日（昭和39年）は晴天で朝から非常に湿った感

じの強いSの風が吹いていた．おひるすぎ，何気なく屋

上の展望台にのぽってみると，西の方の松並木の上に，

いっもとはちがった異様な雲の一部が見えた．早速海岸

に出て，砂丘にのぽって見ると，写真のような，なめら

かな提防状の雲が海岸から内陸に向って発生しているの

が見られた．

　この雲は，湿度の高いSの風が，大磯（参考地図B）

から国府津（参老地図C）にかけて海岸ぞいに発達した

山地の斜面をのぼるときに発生した地形性の雲であろう

と考えられる．参考地図Aは撮影地点．

　筆者は茅ケ崎に移住してから丸四年になるが，その間

にこのような雲は一度も見たことがない．それで何か普

通とはちがった気象状態によって生じたものと老えられ

る．

　22日の天気図日記（天文と気象月9月号）によると，

「梅雨あける．本州南岸ぞいにあった前線は午後はぽけ

て，梅雨あけ．東京も8日ぶりに晴間がでて，最高は

210Cにあがった⊥

　23日は「太平洋高気圧が強く張りだしすっかり夏型，

今日は暦の上でも大暑，東京は朝から快晴の33・70Cの

暑さで，水キキソはいよいよ深刻」

　となっている．　（伊藤洋三）

　何か付言をということで書ぎだしてみたがペソがすべ

らない．みごとな写真を見ているだけで何時間もすぎて

しまった．魅力のある雲である．美しい雲である．まの

あたりこういう雲に対面された伊藤洋三さんをうらやま

しいとも思う．なみなみならぬ精進と，すぐれた目と，『

技術の結晶であろう．すぐ上空層に積雲が点ダとしてい

るから梅雨があけた空である．上層雲が広がっているの

も梅雨のなごりらしい．問題の層積雲は国際雲図帳に

conjoined　orogrophic　cloudとあるものと同種であろう

とはいえるが，どうしてできたかとなるとはっきりしな

い．平塚，国府津間の海面に広がる湿潤な低い空気に原

因があるのか，海岸近くまで近づいている丘陵の方に原

一因があるのか，国府津から小田原かすか1こ見える接地煙

霧層がどういう役をするのかはっきりしない．やはり地

形性層積雲というくらいしかいいようがない．それにし

てもみごとな雲である．（伊東彊自）
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